





An Approxirnative Forrnala of Lateral Scattering 
Intensity by a Spherical Benzen Droplet 
Kazuo TAKA T A 
(Received 31 March 1965) 
Using ray optics an approximate light intensity function of rateral scattering by a 
spherical benzene droplet which is i1luminated with monochromatic parallel beam of 
light， has been calculated numerically as a function of size parameter. The resu1ts 
obtained present a series of trigonometric function. 
緒 Eヨ
真空中に浮ぷ一個の球型，等方的，一様性の物質に単色の平行光棋を照射した場合の粒子より無
限に離れた位置で、の散乱強度の模様は波動光学を用いての Mie1) による厳密な解が Bessel関数
と Legendreの陪関数を含む無限級数として求められていて，この解を実用に供するための努力






散乱光強度関数 iと α との関係についても αが小さい伊豆 6)範聞については αが 1間隔の
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ベンゼンの球型液滴による90白方向散乱光強度関数の近似式
←'e 































従って，これら 2つの平面のなす角を dψ とすると入射点の座標はOを原点に観測面を基準面と
して T とψ によって決定されるo
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さて更にもう一歩話を進めて入射光(" ({J) の付近で d" d({Jによって区切られる徴小面積 ds
に入射した一光束について考察することにしよう O
この球面上の骸小面積素 dsを入射光に垂直な平面に投影した時の面積素を dsoとすると dso=




一方， dsを d" dψ であらわせば粒子の半径を aとして ds=a2cosr・d，・ dψ であるから
1 (P" )=Ioa2sin，・ cosr・dr・dcpとなるO
また，これだけの光のエネルギ{が O方向の dOと dy?とで固まれ立体角 sinO・dO・d({J内に
射出される。よって，反射，屈折による損失と吸収による損失を考えなければ，。方向の単位立体
角中に射出される光強度は
(a2Iosin，・ cosr・dr・dω/(sintJ・ dtJ・ dω




a21n ~~O 一一一 =a21oD sintJ・ Idf)'/d， I -.. ~U -・・・・・….(6)
となるo
また，大きさのパラメーター α=2πa/)を用いて，0は周囲の媒質中の光の波長).・H ・.(7)
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くわしくは kを零または正負の整数とし， qを十 1または-1として散乱角{}'を。'=2kπ十q{} ・・・・…...・1母
で表現すると，<p方向の:集線の数は




として d{}'/drが負の場合には一つ減少するO よヮてSを d{}'/drの正と負についてそれぞれ十1，
-1と定義すると T方向の焦線の数は
p-(-}---~ s) 2 2 / 
となるO
よって焦棋を通過することによる位相の進み角は納と側式を加えて














σlp=一宇一切の位和いよ(P-2k++--2-) I '.L _44' 2 2/1 









il= 1 Sl({}) 12J 
ill= IS¥I({}) 12) 
∞T'¥ c>~ .. l_. 1__~ 1 ..L ~_. ， 1 Sl({})=(~::OdpvDpexpl -2rplp十i叫 l
S¥I({})=合¥IpvDp目P(-+山川[
であらわされる。
ここに il，il， Sl({})， 8" (0)は Mieの式と同じくそれぞれ観測面に垂直および水平方向の強
度関数ならびに振幅関数と呼ばれ，式中 jは虚数単位で，絶対値記号は複素数 Sl({})，Su ({})の絶
対値を意味する。












r-{}'曲繰は既に第3図に，またこの図より求めた {}=900になるところの T とザを各々のPにつ
いて求めたものは，第1衰の一部に示してあるO
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o 1. 2. 3 4-
第 6図
第1表の値を用いてP=0-6までをまとめて 81(900)，811(900)を求めると
81(900)={0.1517sin 1.41的-0.1517j cos 1.414-1 
-0.0319sin 2.125α-0.0319j cos 2.125α 
-0.1409cos 6.377，α+0.1409j sin 6.377，α 
十0.1167sin6.371α+0.1107j cos 6.317a 
十O.OO46sin9.630α+O.0046j cos 12.736α 
十0.OO06sin12.736α+O.0006j cos 12.736α 
+0.OO55cos 14.168a十0.0055jsin 14.168a}α 
SII(900)={ー 0.04601sin1.41釦-O. 04601j cos 1.414fl 
一0.06385sin2.125α+0.06385j cos 2.125α 
一0.06173sin6.377，α-O.06173j cos 6.377，α 
-O. 00163sin 9.630α+0.OO163j cos 9.630α 
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十0.00029sin12.739α+ O. 00029jcos 12.739α 
が得られた。
これを制式に代入すると
i1={ +0.05619-0.04275sin 7.791α 
-O. 03359cos 7.785α 
十0.03120sin0.006α 
-O. 01296sin 3.253α 
十0.00968cos0.7110α 
-0.008'卸sin4.252<.( 
-O. 00706cos 4.246α 
-0.∞'294cos 7.505α 
十0.00167sin12.754α 
+ O. 00155cos 7.791α 
-0.00140cos 11.044a 
-O. 00122sin 7.797，α 




4 T ... f∞目 1
G=吉宗IAfJdIEJI=21rJ2十回2j或いは
= 2 ~ 1 ~h(め 1 2+ 1四 12 ~ 
¥ I X X I I 
であらわされるO
従って，入射光が観測面に垂直な偏光成分の平均利得百iは
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